
2021年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2020年11月5日

上場会社名 ソーダニッカ株式会社 上場取引所 東

コード番号 8158 URL http://www.sodanikka.co.jp/

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 長洲 崇彦

問合せ先責任者 （役職名） 取締役経理本部長 （氏名） 宮本 隆博 TEL 03-3245-1803

四半期報告書提出予定日 2020年11月12日 配当支払開始予定日 2020年12月1日

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 2021年3月期第2四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 44,978 △8.9 355 △33.0 503 △25.4 325 △26.0

2020年3月期第2四半期 49,388 △1.9 530 △18.9 674 △14.7 439 △16.7

（注）包括利益 2021年3月期第2四半期　　1,079百万円 （―％） 2020年3月期第2四半期　　△79百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第2四半期 13.02 ―

2020年3月期第2四半期 17.62 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 57,228 24,311 42.5

2020年3月期 58,467 23,389 40.0

（参考）自己資本 2021年3月期第2四半期 24,311百万円 2020年3月期 23,389百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00

2021年3月期 ― 7.00

2021年3月期（予想） ― 7.00 14.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 93,000 △6.8 790 △23.4 1,040 △19.9 650 △22.7 25.99

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期2Q 25,168,000 株 2020年3月期 25,168,000 株

② 期末自己株式数 2021年3月期2Q 159,941 株 2020年3月期 192,677 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期2Q 24,988,382 株 2020年3月期2Q 24,954,448 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。業績予想
の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。
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1. 当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

  当第 2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により依然

として厳しい状況にあるものの、製造業の生産や輸出はこのところ緩やかな持ち直しの動きも見ら

れます。しかし国内外ともに感染症の収束に目処はついておらず、引き続き先行き不透明な状況が

続くものと予想されます。

  当社グループに関係の深い業界につきましても、需要の低迷や感染拡大の長期化が懸念される中

で、生産に慎重な姿勢が続いております。

  このような環境のもと、当社グループにおきましては、引き続き状況に応じた感染対策を講じた

上で、受注の確保や拡販活動を継続するとともに、販売管理費の節減に取り組んでおりますが、新

型コロナウイルス感染症による経済活動停滞等の影響により、売上高及び利益は前年に比べ減少と

なりました。

  この結果、当第 2四半期連結累計期間の業績は、売上高 449億 7 千 8百万円（前年同期比 8.9％

減）、営業利益 3 億 5 千 5 百万円（同 33.0％減）、経常利益 5 億 3 百万円（同 25.4％減）、親会社株

主に帰属する四半期純利益 3億 2 千 5百万円（同 26.0％減）となりました。

セグメント別の概況は次のとおりであります。

【化学品事業】

無機薬品につきましては、主力商品のか性ソーダは取扱数量の減少により減収となりました。そ

の他の商品では、マンガン化合物が輸出の増加により、また消石灰が取扱数量の増加により増収と

なりましたが、水酸化マグネシウム及び硫酸は取扱数量の減少により減収となりました。

有機薬品につきましては、加工デンプン類及びエタノールが取扱数量の増加により増収となりま

したが、製紙用ラテックスは市況の低迷により減収となりました。

この結果、化学品事業といたしましては、売上高は前年同期に比べ 8.9％減の 335 億 6 千 6 百万

円、セグメント利益（営業利益）は前年同期に比べ 8.9％減の 11 億 3 百万円となりました。

【機能材事業】

包装材料につきましては、ポリプロピレンフィルム及びナイロンフィルムは中国向け輸出の増加

により増収となりましたが、ポリエチレンフィルムは取扱数量の減少により減収となりました。

合成樹脂につきましては、ポリエチレン樹脂が需要の減少により減収となりました。

機器類につきましては、排ガス処理装置が増収となりましたが、機械器具設置工事は案件の減少

により減収となりました。

この結果、機能材事業といたしましては、売上高は前年同期に比べ 11.1％減の 94 億 4 千 5 百万

円、セグメント利益（営業利益）は前年同期に比べ 1.3％増の 2億 7 千 7百万円となりました。

【その他事業】

その他事業につきましては、売上高は前年同期に比べ 2.2％増の 19 億 6千 7 百万円、セグメント

利益（営業利益）は前年同期に比べ 7.7％増の 4 千万円となりました。

（2）財政状態に関する説明

【財政状態の分析】

当第 2 四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ 12 億 3 千 8 百万円減少

いたしました。

増減の主なものは資産の部では、現金及び預金が 9 億 1 千 3 百万円、投資有価証券が 12 億 5 千

万円それぞれ増加し、受取手形及び売掛金が 35 億 1 百万円減少いたしました。負債の部では、繰

延税金負債が 3 億 4 千 3 百万円増加し、支払手形及び買掛金が 25 億 7 千 5 百万円減少いたしまし

た。純資産の部では、その他有価証券評価差額金が 7 億 6 千 5 百万円増加いたしました。
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【キャッシュ・フローの状況】

当第 2 四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ 9 億 1 千

万円増加し 110 億 8千 1 百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは 12 億 7 千 4 百万円の増加となりました。これは税金等調

整前四半期純利益が 4 億 8 千 7 百万円でありましたが、売上債権の減少が 34 億 9 千 4 百万円、仕

入債務の減少が 25億 7 千 2 百万円となったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは 2 億 2 百万円の減少となりました。これは主に、有形固定

資産の取得による支出 4 千 5百万円、投資有価証券の取得による支出 1億 4 千万円等によるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは 1 億 5千 3 百万円の減少となりました。これは主に、配当

金の支払額 1 億 7 千 4 百万円等によるものであります。

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

   2021 年 3 月期の通期連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大が与える影

響について合理的に算定する事が困難なことから未定としておりましたが、現時点で入手可能な情

報や予測等に基づき通期業績予想を公表することといたしました。詳細については、本日（2020

年 11 月 5 日）公表いたしました「業績予想及び配当予想に関するお知らせ」をご覧ください。
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

   当第 2 四半期連結累計期間（自 2020 年 4月 1 日 至 2020 年 9 月 30日）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第 2 四半期連結累計期間（自 2020 年 4 月 1日 至 2020 年 9 月 30日）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

   Ⅰ 前第 2 四半期連結累計期間（自 2019 年 4 月 1 日 至 2019 年 9 月 30 日）

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額

(注)1

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2

化学品

事業

機能材

事業

その他

事業

売上高

外部顧客への売上高 36,843 10,620 1,924 49,388 ― 49,388

セグメント間の内部 36 708 413 1,157 △ 1,157 ―
売上高又は振替高

計 36,880 11,328 2,337 50,546 △1,157 49,388

セグメント利益 1,210 274 37 1,522 △ 992 530

（注）1.セグメント利益の調整額△992 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第 2四半期連結累計期間（自 2020 年 4月 1日 至 2020 年 9 月 30 日）

     報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額

(注)1

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2

化学品

事業

機能材

事業

その他

事業

売上高

外部顧客への売上高 33,566 9,445 1,967 44,978 ― 44,978

セグメント間の内部 24 678 455 1,158 △ 1,158 ―
売上高又は振替高

計 33,590 10,123 2,422 46,137 △ 1,158 44,978

セグメント利益 1,103 277 40 1,421 △ 1,066 355

（注）1.セグメント利益の調整額△1,066 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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